Studies on Insecticide Resistance of Medical Insects in Korea (A preliminary report) by 白, 永漢
Title1.韓国産衛生昆虫の抵抗性にする研究(予報)
Author(s)白, 永漢

































































































































































































? ? ?? ? ?? ? ?
? ? ?








































































































































12) 長沢純夫 :拾物防疫 6,~393く1952).
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2･ イエバエ雌雄の P,〟-DDT,γ-BHC串よび Ahlathionに対する抵抗性の差異につい




Ⅰ 括 一 宮
イエバエの殺虫剤抵抗性は Sacca20)Wiesmann15)
両氏により1947年イタ.)-とスエーデンにおいて最初
に報告され,その後世界各地でイエバエの抵抗性に関
する数多くの業銃が報告されている.中国産イエバエ
の抵抗性 につい七は1858年 Wheelerら18'がイエバ
エ体表面に直接殺虫剤浴紋を塗布してその中央致死
虫を求める所謂TopicalmethodによりSeoul系の抵
抗性を日本,琉球など.oイエバエの抵抗性と比較して
韓国産イエバエの抵抗性が比較的低いと報告した.普
た,著者は前掛こおいて,Seoul系イエバエの抵抗性
をオーランド正常系と比較した結果,韓国産イエバエ
の-DDT一抵抗性が著しく高い事をのべた. しかし.
韓国産イエバエに対する殺虫剤の効力を測定するにあ
たって,供試昆虫を薬剤に接触させた後の経過時間と
反応率の関係を観察した報告は末だない.
著者は本実験において,イエバ.Lが被詔後一定の興
布状隈と部分的麻時期を-て落下仰転し,年常状態に
立ちかえる串が出来ずに体位の平衡を喪失する所討
kn∝k-downを目按として夜毎後の時間と落下仰転虫
率を観察しSeoul 系イエバエに対する殺虫剤の効力
を測定した.また昆虫確雄の抵抗性差異にらいては一
般的に雌が雄より故い幌向は早くから知られていたが,
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